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【近畿ブロック】  

官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

 

■ ご記入に当たり 

・例示を削除した上で、ご記入ください。 

・該当しない項目については、空欄で結構です。また、記入票に記載のない項目についても、必要に応じ

適宜項目を追加して記入いただいて構いません。 

・記入票は、サウンディング開催案内の際に、民間事業者の参加希望者募集のため、ホームページで公

表します。 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１． サウンディング情報  

①団体名 福井県 敦賀市 

②事業名 金ヶ崎周辺施設整備における民間活力の導入 

③本事業の現在の検討ステ

ージ 

以下の中から本案件の検討ステージを選択してください。 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

 

 

 

１.事業発案 

   平成３４年度末の北陸新幹線敦賀開業を控え、金ヶ崎周辺エ

リアを周遊する市民や観光客に、憩いやくつろぎを提供するほ

か、買物の楽しみを提供するため、民間資本のカフェやショッ

プ等の誘致を予定おり、民間事業者からの助言・提案を踏まえ、

事業を推進したいと考えている段階です。 

④サウンディングの目的  

○ 平成２４年５月  金ヶ崎周辺整備構想 策定 

○ 平成３０年６月  金ヶ崎周辺施設整備基本計画 策定 

 

① 平成３４年度末の北陸新幹線敦賀開業を見据え、ハード・ソフ

トの両面から様々な施策に取り組んでいます。 

② 平成２８年度には、全国で１０地区しか選ばれない、「景観ま
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ちづくり刷新モデル地区」に選定され、現在、中心市街地の景

観を刷新し観光客の回遊性を高める整備事業を行っています。 

③ 金ヶ崎周辺エリアは、北陸新幹線敦賀開業の観光客の受け皿づ

くりの中心を担うエリアと位置付けしています。 

④ 現況としては、赤レンガ倉庫等の集客施設はあるものの、コン

テナ置き場や休止中のＪＲ貨物線路等、殺風景な所が多い。 

⑤ 上記基本計画に基づき、金ヶ崎周辺エリアは観光拠点としての

各整備（転車台を活用したＳＬ運行、人道の港敦賀ムゼウムの

移転拡張等）を行う予定です。 

⑥ その中で、民間活力の導入も計画しており、民間事業者の誘致

による飲食や物販機能の実現を図ることとしています。 

⑦ 用地として約 3,000㎡を予定しています。 

⑧ 民間事業者の誘致にあたっては、赤レンガ倉庫の既存店舗との

相乗が図れる業態、整備コンセプトに沿った外観及び内装の整

備等に配慮するほか、人道の港敦賀ムゼウムのミュージアムシ

ョップ的な役割を担う等を条件として考えています。 

⑨ 上記の観点から、民間事業者が有する柔軟なアイデアを取り入

れたいと考え、サウンディングを実施するものです。 

 

⑤民間事業者に対する質問

事項 

 

○どのような民間事業者を誘致するのが良いかについての意見を

お聞きしたい。 

○誘致を行うための市が準備する要件（インフラ整備など）につ

いての意見をお聞きしたい。 

○企画・設計・工事・営業開始までの想定される期間を教えてい

ただきたい。 

 

 

 

 

④対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参加

を確約するものではありません 

1.設計   2.建設   3.ビル管理   4.金融   5.保険 

6.不動産  7.運営 

8.その他（ 業種不問 ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.管理運営のみ 

5.公有地活用    6.包括委託 

7.その他（             ） 

②事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

金ヶ崎周辺エリアを周遊する市民や観光客に、憩いやくつろぎ

を提供するほか買物の楽しみを提供するため、民間資本のカフェ
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下さい やショップ等の誘致を実施する。 

③現状及び課題 （現状） 

 金ヶ崎周辺エリアは、明治後期から昭和初期にかけて欧亜国際

連絡列車と欧亜国際連絡船の中継地で、欧州と日本を結ぶ玄関口

の一つでありました。当時は、洋風建築が立ち並び、モダンでエ

キゾチックな街並みが形成されていました。 

 戦後、日本海側拠点港として港湾施設が整備され、現在では、

いくつかの鉄道遺産がわずかにその面影を留めるのみとなってい

ます。 

 平成１１（１９９９）年の敦賀港開港１００周年を記念する港

湾整備事業等の埋め立てにより、金ヶ崎緑地が完成し、その後、

敦賀鉄道資料館、人道の港敦賀ムゼウム、敦賀赤レンガ倉庫（リ

ニューアル）の３施設をエリア内に順次整備しました。 

また、毎年１１月初旬から１２月下旬にかけて、市民団体主催

による、敦賀港イルミネーション「ミライエ」が開催され、多く

の来場者で賑わっています。 

（課題） 

赤レンガ倉庫等の集客施設はあるものの、コンテナ置き場や休

止中のＪＲ貨物線路等、殺風景な所が多く、明治後期から昭和初

期にかけてのノスタルジックな雰囲気が感じられず、金ヶ崎周辺

エリア内を巡る動機付けに乏しい状況であるため、回遊性の向上

を図る仕組み作りが必要となっています。 

また、金ヶ崎周辺エリア内では飲食・休憩スペースが少なく、

パブリックコメント等の中で、その整備を求める意見が多く寄せ

られています。 

 

④前提条件 利用者のターゲット：金ヶ崎周辺エリアを訪れる観光客、市民 

施設の所有形態：福井県が土地所有、民間が施設を整備運営 

⑤事業スケジュール（予定） 平成３１～３２年度  ニーズ調査、事業者募集・決定 

平成３３～３４年度  設計、整備工事 

平成３４年度     運営開始 

（２） 対象地  

①所在地（交通情報含む） 福井県敦賀市金ヶ崎町４４－２（ＪＲ敦賀駅から徒歩約３０分） 

②敷地面積 約３，０００㎡ 

③土地利用上の制約 臨港地区、商業地域、建蔽率８０％、容積率４００％ 

④所有者 福井県 

⑤周辺施設等 金ヶ崎周辺エリア（敦賀鉄道資料館、人道の港敦賀ムゼウム、赤

レンガ倉庫） 

１km 圏内（金崎宮、敦賀市立博物館、つるがみなと山車会館、魚 

市場） 

⑥対象地周辺の一般的なイ 臨港地区 
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メージ  

⑦その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

福井県港湾施設管理条例に基づき占用料をお支払いいただきま

す。 

 

（３）対象施設   

4-1．建物 既存 整備後（予定） 

①施設名称  

 

 

②施設の延床面積  

 

 

 

③建物の構成（構造、階数）  

 

 

 

④主な施設の内容、導入機

能 

 

 

 

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 等） 

 

 

 

 

⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

  

4-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

①施設名称   

②規模、能力 等  

 

 

 

③運営状況 

(運営主体、事業手法 等） 

  

④その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

  

 


